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研究要旨 
DPC データベースはわが国の急性期入院患者の約 50％以上を占める大規模な診療報酬データベ

ースであり，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んでいる。これらを有効活用することによっ

て種々の臨床疫学研究やヘルスサービスリサーチが可能である。令和元年(2019 年)には DPC デー

タベースを用いた臨床疫学研究およびヘルスサービスリサーチの原著論文が 45 編、本分担研究チ

ームから英文誌に掲載（または受理）された。DPC データベースの利活用はエビデンスに基づく

医療に貢献し、日常臨床のプラクティスの改善に資するものである。 
 
A. 研究目的 
DPC データ調査研究班は，参加各施設のスタ

ッフや臨床各専門家のご協力の下，DPC デー

タの収集・分析を進めてきた。DPC データベ

ースはわが国の急性期入院患者の約 50％以上

を占める大規模な診療報酬データベースであ

り，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んで

いる。これらのデータを利用して，患者集団を

対象とした臨床疫学やヘルスサービスリサー

チが可能である。 
令和元年には DPC データベースを用いた臨床

疫学研究およびヘルスサービスリサーチの原

著論文が 45 編、英文誌に掲載された。本報告

では，DPC データを用いた臨床疫学研究の具

体例を１つだけ紹介する。かんせん領域の筆頭

ジャーナルである Clinical Infectious Disease に

掲載された論文である。すべての成果は「E.
研究発表」の論文リストを参照されたい。 
 
骨盤内炎症性疾患（pelvic inflammatory disease, 
PID）は生殖年齢の女性によく見られ、重篤で

ときに生命にかかわる疾患である卵巣膿瘍

（tuboovarian abscess, TOA）を合併すること

がある。しかしながら、近年の入院時 PID に

よる死亡率、および Chlamydia trachomatis に
対する初期治療の短期的な治療的有用性は明

らかでない。 
 
B. 研究方法 
本研究班 DPC データベースを用いて 2010 年 7
月から 2018 年 3 月までの期間に入院時 PID と

診断された患者を同定した。妊婦、担癌患者、

およびデータ欠損例は除外した。 
傾向スコア分析を行い、C. trachomatis の初期

治療を受けた患者と受けなかった患者の間で

短期のアウトカムを比較した。一次アウトカム

は、入院中の外科的介入（開腹術、腹腔鏡手術、

および/またはドレナージ術）とした。 
 
本研究で調整した交絡因子は以下のとおりで

ある。 
背景因子：年齢、Body mass index、入院時Japan 
Coma Scale (JCS)、喫煙歴（非喫煙者、現在/過
去の喫煙者）、救急車の利用、緊急手術、TOA
の合併、入院時併存症（糖尿病、細菌性膣炎、

卵巣腫瘍／嚢腫、子宮内膜症、子宮腺筋症、子



宮筋腫、憩室炎、虫垂炎、炎症性腸疾患、自己

免疫性疾患、汎発性腹膜炎、敗血症）、膣内洗

浄の実施、Chlamydia trachomatis陽性、Neisseria 
gonorrhoeae陽性。 
 
C. 研究結果 
合計27841人の対象患者が同定された。これら

の患者のうち、2463人（8.8％）が入院時にTOA
を合併していた。入院中の死亡率は、TOAのあ

る群とない群でそれぞれ0.56％と0.28％であっ

た。 
傾向スコアマッチングにより 6149 ペアが作成

された。C. trachomatis の初期治療を受けた患

者と対照群との間の一次アウトカムに有意差

が認められた（11.5％対 13.4％、リスク差-1.9％、

95％信頼区間、-3.1〜-0.7 ）。 C. trachomatis の
初期治療を受けたグループは死亡率も有意に

低かった。 
 
最終解析対象者1,769名のうち220名(12%)が早

期経腸栄養群だった。Marginal Structural Model
で背景因子と時間依存性交絡を調整した解析

では、早期経腸栄養群において有意に低い院内

死亡(HR 0.78, 95%CI 0.62-0.98, p=0.032)と28日
死亡(HR 0.74, 95%CI 0.56-0.97, p=0.031)を認め

た. 
 
D．考察 
全国規模の後方視的研究により、PIDと診断さ

れた入院患者におけるC. trachomatisの初期治

療が短期転帰の改善という臨床的利益をもた

らすことが明らかとなった。 
本研究のように、多くの研究テーマについて

RCTは実施困難であることが多い。そのため近

年は、RCTを補完する手段として、大規模なリ

アルワールドデータ(real world data, RWD)を用

いた観察研究デザインによる質の高い臨床研

究が世界的に増加しています。本研究もそのひ

とつである。 
 
DPCデータをはじめとするRWDを用いる研究

はすべて観察研究であり、RCTと異なり治療の

選択はランダムでなく、交絡の影響が避けられ

ない。 
RWDを用いる研究では、適切に研究テーマを

設定し、うまく研究対象を選定し、潜在的な交

絡因子となるデータを網羅的にデータベース

から抽出する必要がある。その上で、本研究で

実施したような適切な統計手法を実施するこ

とが求められる。 
本研究においてもこの手法を用いることによ

り、ランダム化比較試験に準じる質の高い研究

結果が得られた。 
 
本報告で紹介したように，DPC データに含ま

れる詳細なプロセス情報等を有効活用するこ

とにより，種々の臨床疫学分析が可能である。

今後さらに経年的にデータを蓄積し，DPC デー

タベースをわが国の臨床疫学・ヘルスサービス

リサーチ発展のために役立てていくことが肝

要である。 
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